2.自己紹介書(研究)　様式  　当様式は絶対に変更しないこと。   
	2024年度 日本政府招待 奨学生(大学院レベル) 応募申請書

	個
人
情
報
	パスポート  英文名
	
		写真

(最近6か月以内に撮 影した パスポート用デジタル写真.)



	国籍(応募時点) （注2）
	大願民国   □ /  二重国籍： □(国名：                 )

	
	漢字名
	
	
	兵役(応募時点)
	免除  等   □ / 未必 □ / 必   □ /勤務中 □

	
	ハングル名
	
	
	留学中
緊急
連絡先
	本人との関係
	

	
	性別
	女性    □ /  男性    □
	
	
	氏名
	

	
	生年月日
	
	
	
	携帯電話
	

	
	自宅電話
	
	
	
	Ｅメール
	

	
	携帯電話
	
	
	職歴
	勤め先
	

	
	Ｅメール
	
	
	
	経歴及び職位
	

	
	住所
	

	
	希望する受験場所の選択
	ソウル受験場    □   /  チェジュ受験場 □

	
	
	
	
	応募分野の選択
	文科系分野 等   □   /  理科系分野   □

	専
攻
分
野
	区分
	専攻及び希望分野 等
(学部と大学院の専攻及び副専攻/複数専攻名を正確に記入し、右の欄に☑チェックすること。
	理科系 分野
	その他の 分野 等
(*理科系、医歯薬学系等理科系以外の分野)

	
	
	
	理学
	工学
	農学
	人文
	社会
	芸術・体育
	医歯薬学等

	
	取得
学位
	学部
	[専攻] 
	□
	□
	□
	□
	□
	□
	□

	
	
	大学院
	[専攻] 
	□
	□
	□
	□
	□
	□
	□

	
	留学先希望
専攻
	専攻
	[専攻名] 
	□
	□
	□
	□
	□
	□
	□

	
	
	内容
	*日本で研究したい専攻分野について具体的に記入(３行以内)





	
	専攻と関連性
	一致(関連性が高い)   □  /   中間(完全一致ではないが、ある程度関連している)   □  /   不一致(関連性が低い)  □   
  *現在、取得又は取得予定の専攻分野と留学先の希望分野がどれ程一致すること。

	外国語資格試験など
（作成した内容は、必ず証明書の写しを 提出すること。）
	筆記試験が実施できない場合、希望する外国語試験分野を選択
（ 一つのみ選択）
	外国語資格試験名
	点数
	(（注）応募手続き及び選抜日程の３.選考日程を参考すること。

	
	日本語 □ / 英語 □ / 無 □
	JLPT N1 □,  EJU  □, TOEFL □
その他(直接記入) : 
	
	

	学
歴
	区分
	学校情報 
	学位取得に関する情報
	成績平均(G.P.A.)  （注1）
※GPA成績3.0点満点に換算して記入。2.3/3.0以下の場合は資格なし。

	
	
	学校名
	学部・学科名 (全て記入)
	取得 /取得予定月
	学位課程
	2024年３月 現在
	

	
	高校
	
	-
	
	-
	取得  □    /   検定考試等  □ (                              )
	空欄

	
	学部
	1
	
	
	
	学士
	取得  □    /   取得予定  □  / その他 (                              )
	
	/3.0

	
	
	2
	
	
	
	学士
	取得  □    /   取得予定  □  / その他 (                              )
	
	

	
	大学院
	修士1
	
	
	
	修士
	取得/修了  □    /    取得/修了予定  □   / 在籍中  □
	
	/3.0

	
	
	修士2
	
	
	
	修士
	取得/修了  □    /    取得/修了予定  □   / 在籍中  □
	
	

	
	
	博士
	
	
	
	博士
	取得/修了  □    /    取得/修了予定  □   / 在籍中  □
	
	/3.0

	日本滞在期間
（注2）
	　生まれてから 2019年 4月1日以前まで、日本滞在期間 ： 計          年　　ヶ月 　日(主な目的：　　　　　　　　　　　　　）
2019年4月1日～2024年3月31日まで、日本滞在予定期間 ： 計        年　　　ヶ月　　　日(主な目的：　　　　　　　　　　　）

               上記、総日本滞在予定期間合計：　　　 年　  ヶ月 　日

	応募資格の確認
	※募 集 要 項と募集手続き及び選考日程の応募 資 格 等 を確 認 し、応募者本人の判断で、チェックすること。 
- 応募資格：異常なし□/異常があると判断される□*以上があると判断した場合は、その内容を別紙に作成すること。


	
上記の記載内容に相違ありません。

2023年   月   日

機関/学校名：                     応募者名:                (印/署名)


                                在大韓民国日本国大使館 公報文化院長宛


*上記 □欄には、必ず空欄がないように☑チェックすること。また、空欄には適当な内容を記入すること。 上記 作成欄に記入する内容が無い場合には、必ず「無」又は「-」を必ず記入すること。 
*內容に間違いや虚偽の事実がある場合、今後、本院で主管する試験等に応募することができない。※記入の漏れ等がある場合は、応募資格が失われることもある。
[bookmark: _GoBack]*注１．大学、大学院が二ヵ所以上の場合、それぞれ分けて作成すること。成績平均GPAで各学位単位で作成し、成績は応募時点までに発給された成績すべての成績の合算平均成績のみを記入。 
